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正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用のうち、物件費増の主な要因はタブレットＰＣ運用に係る委託料や機器賃借料の増加によるものである
　６年度は教育系端末調達及び運用管理に係る委託料の増加により物件費が増加した。
○貸借対照表に計上されている有形固定資産は学校等の教育施設に関するものである。

42,360,284 1,573,125資産の部合計 40,787,159 42,360,284 1,573,125 負債及び正味財産の部合計 40,787,159
1,496,969その他の固定資産 612,828 284,473 ▲ 328,355 35,397,305 36,894,274

36,894,274 1,496,969建設仮勘定 166,389 965,810 799,421 正味財産 35,397,305
5,466,010 76,156無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 5,389,854

1,400 ▲ 1,866工作物等減価償却累計額 ▲ 1,442,620 ▲ 1,468,036 ▲ 25,416 その他の固定負債 3,266
145,014 ▲ 60,186工作物等 1,599,235 1,646,250 47,015 退職給与引当金 205,200

4,627,712 99,474建物減価償却累計額 ▲ 26,928,082 ▲ 27,979,690 ▲ 1,051,608 特別区債 4,528,238
建物 46,942,376 49,043,757 2,101,381 固定負債 4,736,704
土地 19,826,173 19,858,269 32,096 その他の流動負債 27,439

1,103,467 賞与引当金 28,733 33,492 4,759
1,866 ▲ 25,573

4,774,126 37,422

656,526 59,548その他の流動資産 1,863 1,116 ▲ 747 特別区債 596,978
不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

流
動
資
産

収入未済 8,997 8,336 ▲ 661 流動負債 653,150 691,884
5年度 6年度 差額

38,734

貸
借
対
照
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勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目

固
定
資
産

有形固定資産 39,997,082 41,100,549

▲ 9,727,346 ▲ 2,087,834特別収支差額(f)-(g)=(h) 728 ▲ 45 ▲ 773 当期収支差額(e)+(h) ▲ 7,639,512

0 ▲ 754特別費用(g) 26 45 19 特別収入(f) 754
行政費用合計(b) 7,884,456 10,404,808 2,520,352 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 7,640,240 ▲ 9,727,301 ▲ 2,087,061

金融収支差額(d) ▲ 57,159 ▲ 50,430 6,729
▲ 9,676,871 ▲ 2,093,790賞与・退職給与引当金繰入額 94,927 66,681 ▲ 28,246 行政収支差額(a)-(b)=(c) ▲ 7,583,081

不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 301,375 727,937
減価償却費 1,048,820 1,075,047 26,227 その他行政収入 35,185 18,169
補助費等 880,026 935,004 54,978 使用料及び手数料 6,441 5,949 ▲ 492
扶助費 126,432 112,348 ▲ 14,084 分担金及び負担金 0 0 0
維持補修費 334,638 403,236 68,598 都支出金 220,517 626,984 406,467
物件費 4,025,442 6,178,730 2,153,288 国庫支出金 39,232 76,835 37,603

地方税等 0 0 0

▲ 17,016
426,562

行
政
費
用

給与関係費 1,320,269 1,615,781 295,512

行
政
収
入

その他行政費用 53,902 17,981 ▲ 35,921

差額

行
政
コ
ス
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書

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度 6年度

スポーツセンター教室回数+スポーツハ
ウス教室回数

スポーツ教室（回数） 10,886 11,157 11,519 9,487 10,246

生涯学習センター利用者数 100,336 100,887 89,533 100,612 185,000 多目的広場除く

令和6年度の値は実績値
区学力調査　全国の平均正答率との
差（中３英語　活用） ＋3.9 +4.4 +3.5 +1.7 ＋3.5ﾎﾟｲﾝﾄ

区学力調査　全国の平均正答率との
差（中３数学　活用） ＋0.6 +4.2 +4.8 +3.6 ＋5.0ﾎﾟｲﾝﾄ 令和6年度の値は実績値

令和6年度の値は実績値
区学力調査　全国の平均正答率との
差（中３国語　活用） －1.0 -0.2 -0.5 +1.2 ＋3.0ﾎﾟｲﾝﾄ

区学力調査　全国の平均正答率との
差（小６算数　活用） ＋2.8 +9.2 +6.4 +4.7 ＋4.0ﾎﾟｲﾝﾄ 令和6年度の値は実績値

令和6年度の値は実績値
区学力調査　全国の平均正答率との
差（小６国語　活用） ＋2.4 +3.0 +5.8 +3.5 ＋6.0ﾎﾟｲﾝﾄ

4年度 5年度 6年度
7年度
見込み

目標値
(8年度)

政策の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

生涯学習環境の充実 3.06 3.10 3.13 生涯にわたって学習できる環境が充実していると感じますか？

興味・関心事への取り組み 3.10 3.17 3.17 興味・関心のあることに取り組むことができていると感じますか？

親子コミュニケーションの充実度 4.05 4.11 4.08 親子の間でコミュニケーションがとれていると感じますか？

子育て・教育環境の満足度 3.54 3.55 3.55 お住まいの地域における子育て・教育に関する事業・サービス・施設などが充実して
いると思いますか？

規則正しい生活習慣の習得度 3.68 3.66 3.67 お子さんが規則正しい生活習慣を身につけていると思いますか？

「生きる力」の習得度 3.54 3.66 3.56 お子さんが、社会で生活していく上で必要な知識や技能、社会性、体力などを身につ
けていると思いますか？

5年度 6年度

子どもの成長の実感度 4.25 4.30 4.24 お子さんが健やかに成長していると感じますか？

　未来を拓き、たくましく生きる子どもを育成するために、学校教育の充実を図るとともに、区民が生
涯にわたり自分らしく活躍できるよう、生きがいや自己実現、人生の豊かさなどの源となる生涯学習や
スポーツ活動等を促進する。

指
　
　
　
標

幸福実感指標名
指標の推移

指標に関する質問文
4年度

関連部名 子ども家庭部　地域文化スポーツ部

行政評価事業体系 分野 Ⅱ 子育て教育都市

部長名 菊池 内線 3300

政策分析シート（令和7年度）

政策名
心豊かにたくましく生きる子どもの育
成と生涯学習社会の形成

政策No 04
部名 教育委員会事務局
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No2

余暇を利用した学習機会の提供 推進 推進
　既存施設を有効活用した本施策は、子どもの心身の健全育
成や個性の伸長に寄与しており、運営方法を検討しつつ、利
用促進を図る。

学校施設等の整備
重点的
に推進

重点的
に推進

　学校施設の長寿命化を図るには、計画的な修繕や工事が不
可欠である。また、改修に合わせ、多様な学習形態に対応す
る教育環境の整備や充実を進めることが必要であるため、重
点的に推進する。

小中学校・幼稚園の運営 推進 推進
　義務教育の実施は自治体の基本的な責務であり、その根幹
である小中学校の運営や就学前の幼児教育の充実は、社会の
変化に対応しながら着実に推進する必要がある。

児童生徒の健康づくりと体力向上
重点的
に推進

重点的
に推進

　子どもたちの望ましい基本的な生活習慣の確立及び学校に
おける体育やスポーツの環境を充実させるうえで、必要な施
策である。

魅力ある教師の育成
重点的
に推進

重点的
に推進

　子どもの教育に情熱と使命感をもつとともに、荒川の教育
に誇りをもち、意欲的に取り組む教師を育成し、学校教育の
充実を図る。

創意と工夫にあふれた教育の推進
重点的
に推進

重点的
に推進

　荒川区学校教育ビジョンに掲げた、「未来を拓きたくまし
く生きる子どもを育成する」ため、子どもたちの学ぶ力の向
上を図るとともに、地域に信頼される特色ある学校づくりを
重点的に推進する。

体験学習等の推進
重点的
に推進

重点的
に推進

　子どもたちの健全育成に必要な体験活動を推進するため、
自然体験を通した、体験活動の充実を図り、地域と一体と
なった子どもたちの健全育成に努める。

施策名
政策推進の
ための分類

分類についての説明・意見等

確かな学力の定着・向上
重点的
に推進

重点的
に推進

　児童生徒に確かな学力を身に付けさせ、自ら考える力など
「生きる力」を育てる施策を一層重点的に推進する。また、
学校図書館の活用、学校パワーアップ事業を中心に各学校の
実態に応じた学力向上策を具現化する。

今
後
の
方
向
性

○特色ある学校づくりの推進や教員の指導力向上、教育施設の整備等を行うことで学校教育の充実を図
り、確かな学力を育成するとともに個性や能力を十分に発揮し、たくましく生きる力を育んでいく。
○郷土を愛し、人を思いやる心や正義感、公共心を養うとともに、自然や生命を大切にする、豊かな感
性や創造力を育む教育を進めていく。
○家庭教育やキャリア教育等を推進し、学校・家庭・地域が連携して地域社会全体で教育を進める。
○生きがいや自己実現、人生の豊かさなどの源となる生涯学習を促進し、学んだ知識や技能、経験を地
域で活かすことで、学びの好循環を「生涯活躍のまちづくり」にひろげる。

政策を構成する施策の分類

課
題

○特色ある教育活動について、更に地域や保護者に対して発信し、学校の魅力を十分に伝えていく必要
がある。
○今後更に子どもたちが多様な経験を積むことができる機会を拡充していく必要がある。
○学校と家庭・地域とが連携して、地域ぐるみで子どもを育てる気運を一層醸成していく必要がある。
○生涯にわたる「学び」の楽しさを多くの区民に知ってもらうため、より積極的なＰＲを行い、区民の
ニーズや、社会状況の変化に合わせた柔軟なカリキュラム編成を行う必要がある。

政策の現状・課題・今後の方向性

現
状

○各校が更に特色ある教育活動を進めるため、「学校パワーアップ事業」を実施している。
○荒川区の郷土に関する資料を活用し道徳教育を行っている。また、体験活動の機会として小中学生の
チャレンジキャンプや自然まるかじり体験塾等の事業を実施している。
○PTAとの連携講座や「勤労留学」、「合宿通学」等を実施し、地域と連携した教育を推進している。
○ホームページ等により、生涯学習に関して、幅広くタイムリーな情報を提供している。
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生涯学習活動の支援
重点的
に推進

重点的
に推進

　区民の主体的で多様な生涯学習を支援するため、ＩＣＴと
直接体験の機会、情報提供などをバランスよく進めることと
し、引き続き重点的に推進する。

子どもの健全育成
重点的
に推進

重点的
に推進

　多様化する子どもや保護者等の悩み・問題等の解決を図る
ため、学校派遣型の教育相談室の体制を核として、区内全体
の教育相談体制の充実・改善について、重点的に推進する。

家庭教育の支援と地域教育力の向上
重点的
に推進

重点的
に推進

　家庭教育は、人格形成の基礎をつくる教育の機会であり、
地域社会全体で取り組む必要性が高いことから、引き続き重
点的に推進する。

地域と連携した学校づくり
重点的
に推進

重点的
に推進

　保護者や地域に対する説明責任を果たすとともに、学校経
営の透明性と信頼性の向上を目指すことにより、地域に開か
れた学校づくりを重点的に推進する。
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